
熊本市 

平成３０年９月１０日 

自主自立のまちづくりの推進について 
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2.事例の紹介（熊本市） 

3.事例の紹介（他都市） 

4.意見交換 
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人口等の推移予測 
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九州各県の総人口指数の推移（2015年＝100%） 
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・2015-2040比較で熊本県は▲15％ 
・福岡県が最も減少幅が小さく▲8％ 

単位：％ 
（出典）2020年以降は社人研推計準拠より作成。 
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県内市町村の人口増減率予測（2015-2040） 

・熊本市周辺の減少率が低い 
・菊陽町＋20.1％（最も高い） 
・熊本市 ▲4.4％ 
 

単位：％
番号 市町村 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

1 菊陽町 100.0 106.8 112.1 116.0 118.8 120.1
2 大津町 100.0 104.2 108.4 111.8 114.4 115.8
3 合志市 100.0 104.8 108.4 111.0 112.7 113.3
4 熊本市 100.0 100.3 99.9 99.0 97.6 95.6
5 嘉島町 100.0 99.3 98.4 97.4 96.4 94.9

人口増減率が高い自治体順（2040年予測基準） 
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熊本市の人口の推移 
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・2015-2040比較で総人口は▲3.3万人 

（出典）2020年以降は社人研推計準拠より作成。 
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（出典）熊本市「熊本市の人口 平成22年国勢調査結果報告」、
「熊本市の人口 平成12年国勢調査結果報告」より作成。 

人口増減率 
2000年－2010年 

 2015年-2040年の熊本市全体
の人口増減率予測は▲4.4％と僅

かだが、地域別に見ると大きく
差がでることが予想。 
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長崎県 

鹿児島県 

宮崎県 

大分県 

熊本県 

佐賀県 

福岡県 

・2015-2040比較で熊本県は＋7.4％ 
・2040年予測では、福岡県が最も低く33.7％ 

単位：％ 
（出典）2020年以降は社人研推計準拠より作成。 
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県内自治体の2040年老年人口率予測（65歳以上） 

・熊本市周辺が低い 
・合志市26.4%（最も低い） 
・熊本市32.8%（＋8%） 
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番号 市町村 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

1 合志市 22.6 24.4 25.0 25.2 25.1 26.4
2 大津町 20.7 22.3 23.5 24.5 25.1 26.7
3 菊陽町 19.0 21.0 22.1 23.1 24.4 26.9
4 嘉島町 26.5 27.9 28.3 28.6 29.5 31.2
5 熊本市 24.2 26.6 28.3 29.6 30.9 32.8

50％以上
40-50％
30-40％
20-30％
10-20％
0-10％

老年人口率が低い自治体順（2040年予測基準） 
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（出典）2020年以降は社人研推計準拠より作成。 

・2015-2040比較で生産年齢人口は▲7% 
・2015-2040比較で老年人口は＋8% 
 

単位：％ 

（老年人口） 

（生産年齢人口） 

（年少人口） 
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（Ｈ12） 
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（出典）総務省統計局「国勢調査結果」、熊本市「熊本市の人口 平成12年国
勢調査結果報告」より作成。 
（旧富合町域、旧城南町域、旧植木町域の校区別の割合は推計値）。 

（出典）熊本市「熊本市の人口 平成22年国勢調査結果報告」より作成。 
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老年人口割合 
（２０００年） 

老年人口割合 
（２０１０年） 

 2040年の熊本市全体の老年人口率予測は32.8%だが、
地域別に見ると大きく差がでることが予想。 
 



（出典）総務省統計局「国勢調査結果」より作成。将来推計世帯は、社人研による将来推計人口と「日本の世帯数の将来（都道府県別推計）2014」を基に独自推計したもの。 

増加 
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・2006年の89.92％をピークに減少傾向 
・2006-2017年比較で▲4.5％ 

減少 
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人口等の推移予測（まとめ） 
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◆ 本市の人口増減率予測は▲4.4％（2015-2040） 
 

◆ 老年人口率予測は24.2％→32.8％（2015-2040） 
 

◆ それぞれの数値は、地域間での差が予想 

地域コミュニティ活動の衰退 
 

地域の繋がりの希薄化 



事例の紹介（熊本市） 
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・地域が実施した高齢者への
ニーズ調査を元に、必要なサ
ービスを思案。 
 
・結果、電球交換や話し相手
、ゴミ出し、買い物代行など
を行う「お助け隊」を開始。 
 
・お助け隊受付センターは、
地域企業㈱キューネットの協
力により開設。電話番号が記
載されたマグネットを高齢者
世帯に配布している。 

※帯山校区２町内自治会ホームページより 

帯山２町内お助け隊 
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・現在、隊員は約30名おり、
90代の隊員も。 
 
・「困ったときはお互い様、お
助けた～い」を合言葉に、自治
会が主体となり、各種団体を巻
き込んだ活動に発展。 
 
・地域の主体性に基づき、地域
の特性に応じた高齢者の支援を
実施している事例。 

お助け隊による草刈 

帯山２町内お助け隊 

17 
お助け隊 



地域の縁がわ“だってんかっでん 
  寄んなっせ ～ぽたぽたの家～ 

・みんなが気軽に立ち寄れる場所として、自宅を「地域の
縁側」として開設。※永坂純子さん（託麻北校区健康まちづくり推進員） 

クリスマス会 寺子屋開催（県立大学学生による支援） カラオケ 

大学生が希望したじゃがい
も植え体験 

そうめん流し 
バーベキュー 

健康体操 

18 



実行委員会：協力体制の確保、企画実施 
社会福祉協議会、自治協議会、老人会連合会、 
町内老人会、町内自治会、民生委員児童委員協議会、 
地域住民代表（農業指導者）、ささえりあ託麻、 
熊本県立大学、託麻まちづくりセンター 

 

体制と役割分担 
永坂さん：場所の提供、地域への回覧 
県立大：チラシの作成、企画・運営協力 
ささえりあ託麻：実行委員会立上げ支援、 
        事務局機能（チラシの作成、事業ＰＲ等） 

地域の縁がわ“だってんかっでん 
  寄んなっせ ～ぽたぽたの家～ 

実行委員会の様子 

・永坂さんが自身の夢を語ったことをきっかけに、次々と人
との繋がりが生まれたことで、結果として「地域の縁がわ」
が実現。※熊本県の「地域の縁側事業を活用」 
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・長年の懸案であった「ごみ屋敷」問題を当該町内会が中
心となって解決した問題。 
 
・消防団、ボランティア、ささえりあ、地元建設会社、行
政（まちづくりセンター、廃棄物計画課等）など、総勢１
５０名の有志により清掃作業を実施。 

富合校区ごみ屋敷問題の解決 

作業前 作業後 

20 



・自治会長の交代時期にも関わらず、新旧自治会長の精力
的な活動により、多数の住民ボランティアの確保や地元建
設会社からの重機貸し出しに繋がる。 

富合校区ごみ屋敷問題の解決 

作業日当日 

・長年の懸案だった課題を住民が中心となって、地元企業
やボランティア、行政などと一体となって対応した事例。 

地元建設会社から貸し出し
を受けた重機での作業 21 



・民生委員の発案をきっかけに、
住民による震災記録誌の作成。そ
の他、大規模な防災訓練を実施。 
 
・震災記録誌は、自治会やPTAな
どの役員が編集委員となり、子ど
も、大学生、お年寄りなどの幅広
い住民への取材を基に作成。 
 
・全59ページ。2,700部を発行し
、同校区全世帯へ配布。費用の半
分を区の補助金を活用し、残りを
すべて地域の自主財源で賄ってい
る。 

武蔵校区の防災に関する取り組み 

記録誌表紙 

22 



・昨年１１月、校区住民約４００名参加の避難訓練を開催。 
 
・第一避難所（各町内公園等）に集合し、その後、第ニ避難所
（武蔵小・中学校）へ移動。体育館内を町内ごとにエリアを区
切った避難所運営や、消防団員が支援物資を運ぶ本番さながら
の訓練。 
 
・今年１０月は学校と連携し、授業開催中の防災訓練を企画。 

武蔵校区の防災に関する取り組み 

小中学校への移動中の様子 炊き出し 物資の搬送 
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・池田校区地域福祉委員
会により、１人暮らしの
高齢者など手作り弁当を
宅配する事業（月２回） 
 
・平成３年に第１回の配
布が始まり、今年で２７
年目。 

「地域主導型の福祉」池田校区の 
  「ふれあいランチ事業」 

・１食４００円の受益者負担があるにも関わらず、毎回約２
００食を宅配。地域の見守りや安否確認や健康管理に貢献。 
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「地域主導型の福祉」池田校区の 
  「ふれあいランチ事業」 

・設立当初より「できる人が できるところで できること
を無理なくやろう」をモットーとして、これまでにのべ４０
０名を越える無償ボランティアに支えられている活動。 25 



・昨年１１月、「城南」を内外に
アピールするため様々な業種の地
域住民約２０名で組織。 
 
・「地域の魅力向上→移住者増加
→地域の魅力向上」の好循環を作
り出す手法を検討。 
 
（メンバー） 
若手事業家、若手農業生産者、伝
統文化の後継者、民話語り部、教
師、アスリート、ボランティア団
体、福祉相談員、子育て世代 等 
 

TEAM城南ワンダホー 

公式ロゴなど 26 



TEAM城南ワンダホー 
・地域住民への基礎調査（昨年度）を踏まえた「城南ブランド
力向上の戦略と行動計画」に基づき、取り組みを実施。 

行動計画 

27 
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TEAM城南ワンダホー 
・毎月第４木曜日19時半から定例会を開催。今後、塚原古墳
での宿泊体験や婚活イベントを開催予定。 

定例会の様子 火の君商品開発塾（山都町を呼んでの研修） 

・既存の地域団体の枠を超えて、
地域住民の有志が集まり、地域の
活性化を実践している事例。 

婚活イベント 



オレンジカクテルナイト in Yoshino 

・東海大学と芳野地区住民の連携
により、地域の活性化・魅力発信
を目的としH27から毎年開催。 
 
・特産品であるミカンのオリジナ
ルカクテルを夕日を見ながら飲む
メインイベントのほか、宝探しウ
ォークやみかん狩り体験など、複
数の企画を織り交ぜた複合的なイ
ベント。 

29 



オレンジカクテルナイト in Yoshino 

芳野地区から見える夕日 

オリジナルカクテル 

宝探しウォーク 

学生・住民などの懇親会１ 

学生・住民などの懇親会２ 

30 



オレンジカクテルナイト in Yoshino 

・当初は学生の企画、運営が中心だったが、地元の若手農家
や婦人会など、少しずつ地域を巻き込んだイベントに深化。 
 
・大学と地域の連携により、対外的な地域の魅力発信だけで
なく、住民同士の連携意識の醸成にも繋がっている事例。 

H27 H28 H29 

◆オレンジカクテルナイトの
試飲 
◆みかん入りオリジナルドラ
イカレーの試食 
◆地域住民、大学生、一般参
加者の懇親会 
 

◆オレンジカクテルナイトの
試飲 
◆みかん入りオリジナルドラ
イカレーの試食 
◆地域住民、大学生、一般参
加者の懇親会 
◆野出公民館中心の４コース
の宝探しウォーク 
◆参加者と若手農家によるみ
かんちぎり体験 

◆オレンジカクテルナイトの
試飲 
◆みかん入りオリジナルドラ
イカレーの試食 
◆地域住民、大学生、一般参
加者の懇親会 
◆野出公民館中心の４コース
の宝探しウォーク 
◆参加者と若手農家によるみ
かんちぎり体験 
◆婚活イベントプレテスト 
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湖東中学校地区生徒会の取組み 
・生徒が各町内会に割り当てられて、町内会長などと「自分た
ちができる町内活動」や「町内を良くする方法」などを話し合
う。今年度は「土曜授業」を活用。（約25年継続） 
 
・ある町内では、「自分達の町内でも夏祭りを開きたい」との
提案から実際に開催が実現。また、健軍校区町内対抗運動会へ
の多くの生徒の参加や夏祭りスタッフとして運営にも携わって
いる。 

顔合わせの様子 生徒と町内の話し合い 32 



湖東中学校地区生徒会の取組み 
・各町内の予算には、毎年「地区生徒会」の予算が予め組み
込まれている。 

33 

・地域との繋がりが
希薄になりがちな中
学生が「地区生徒会
」の取組みを通じて
、地域活動を理解す
るきっかけとなって
いる事例。 



帯山６町内ホームページ 

・地域の情報を住民に発
信するため、専用ホーム
ページを独自に作成。 
 
・2009年に開設され、
累計45,000アクセスを
記録。 
 
・子ども会や老人会、自
治会などの各団体ごと専
用ページがあるなど、情
報の量や種類が豊富。 
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帯山６町内ホームページ 

・ごみステーションの管
理などの住民生活に関す
ることや、各種イベント
の開催レポートなど、頻
繁に情報を更新。 

自治会への相談や要望に関する情報ページ「会長特急便」 
新着情報欄 35 



移住定住の促進（宅地の無償提供） 

・芳野校区の人口減少を危惧し、地域住民によって「NPO
法人芳野校区まちづくり」を設立（2015年） 
 
・「政令指定都市に過疎化は似合わない！」をテーマに約
50名のメンバーで活動し、「宅地の無償提供」という移住
促進策を考案。 

無料提供の宅地 

・校区外に移り住んだ芳
野小・中学校の卒業生ら
に手紙を送って募金を集
めるなどして、２箇所、
計26区画の宅地を整備。 
 
・昨年から、定住者の募
集を行っている。 
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事例の紹介（他都市） 
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平成２９年１月 内閣府地方創生推進事務局「地方創生事例集」P52より 
38 



平成２９年１月 内閣府地方創生推進事務局「地方創生事例集」P71より 
39 



平成２９年１月 内閣府地方創生推進事務局「地方創生事例集」P88より 
40 



平成２９年１月 内閣府地方創生推進事務局「地方創生事例集」P9より 
41 



平成２９年１月 内閣府地方創生推進事務局「地方創生事例集」P32より 
42 



平成２９年１月 内閣府地方創生推進事務局「地方創生事例集」P35より 
43 
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【補足資料１】 
 

熊本市立地適正化計画について 

都市再生特別措置法(H26.8.1施行)に基づく、居住や都市機能等
に関する計画。人口減少、超高齢社会に適応可能な都市づくり
を進めるために策定。 

※平成３０年８月 都市政策課 「熊本市における高く連携年づくり 
 ～公共交通を機軸とした熊本が他のコンパクトなまちづくり~」より抜粋 



「都市機能誘導区域」 
 商業・医療等の日常サービス機能を都市の拠点で維持・確保す
ることにより、必要なサービスを受けることができる区域。 

※都市機能誘導区域外で誘導施設を有する建築
物の建築行為又は開発行為を行おうとする場合
には、市への届出が必要になります。 
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・全ての都市機能誘導区域内に各機能1施設は維持・確保 
 
・都市機能誘導区域には存在しないが、徒歩・自転車で移動可能
な範囲の800m圏内に有する施設は補完施設 
 
・コンビニエンスストアは、800m圏内にあれば金融機能を補完
する施設 

46 



「居住誘導区域」 

 人口減少下においても、商業・医療
等の日常生活サービス機能や公共交通
が持続的に維持されるよう一定のエリ
アにおいて人口密度を維持する区域。 

面積 人口

居住誘導区域 358,767人

〔人口密度〕 60.8人/ha

10,795ha 644,441人

54.7% 55.7%

市域面積と人口 39,032ha 734,474人

(割合) 15.1% 48.8%

5,904ha

市街化区域面積と人口
(割合)

※居住誘導区域外で一定規模以上の住宅の建築
行為又は開発行為を行おうとする場合には、市
への届出が必要になります。 
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【補足資料２】 
 

熊本市復興アドバイザー 中間報告 

熊本地震から復旧・復興していくなかで、震災前の熊本市に戻
すだけでなく、新しい未来の地方都市くまもとの姿を創造する
ため、有識者等から、長期的かつ大所高所からの意見を求め 
ることを目的として平成28 年8 月に設置。 

※平成３０年８月 「熊本市復興アドバイザー 中間報告」より抜粋 
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